
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 

設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

専攻科課程 
生産システム工

学専攻 

夜 ・

通信 

0 

0 8 8 7  

準学士課程 

デザイン学科 
夜 ・

通信 

6 

34 40 7  

電気工学科 
夜 ・

通信 
3 9 7  

機械電子工学科 
夜 ・

通信 
6 12 7  

情報工学科 
夜 ・

通信 
5 11 7  

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

 公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/syllabus/index.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 
設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人 育英学院 ホームページ 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/ikueigakuin.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2022.4.15

～ 

2025.4.14 

法務・労務 

非常勤 金融関係 

2022.4.15

～ 

2025.4.14 

財務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 

設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業担当者は「シラバス作成のガイドライン」に従い授業計画書を作成する（3月）．

所属長は、授業担当者から提出された授業計画書の原稿を点検し、必要であれば授業

担当者へ修正を依頼する（4月）。授業担当者は初回の授業で授業計画書を学生へ配布

し授業計画書の記載内容を説明する（前期・通年科目：4月、後期科目：9月）。一方、

全ての授業計画書は製本され PDF冊子として本校ホームページにて学生・保護者等へ

公開される（6月）。 

 さらに、準学士課程の学生へは選択科目履修ガイダンスを、専攻科課程の学生へは

JABEE教育プログラム説明会および入学時のガイダンスを実施している。 

授業計画書の公表方法 https://www.salesio-sp.ac.jp/main/syllabus/index.html 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

成績評価・単位認定についてはサレジオ工業高等専門学校教務規則に定められてお

り、全学生に配布される学生便覧(info)に記載され周知が図られている。 

 授業科目の成績評価では、シラバスに記載された評価方法に則り、授業の到達目標

の達成状況を 100点満点で評価している。また、成績報告のマニュアルを策定し、年

間数回の成績操行会議を開催し、規定に基づいて運用している。さらに単位認定につ

いては年度末に及落判定会議及び卒業・修了判定会議を開催し、規程に基づいて運用

している。 

 さらに、学生及び保護者による成績評価に関する意見申立についても規程に定めら

れており、教員・学生双方から成績評価の透明性を担保する取組をしている。 

（参考：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/regulations.html） 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

準学士課程） 

 準学士課程では、各科目の成績を点数（100点満点）で評価し、対象となる科目（必

修科目および選択必修科目、ただし合否・認否科目を除く）成績の平均点を算出する。

学生へは 4半期毎に履修科目の成績、対象科目の平均点による学科クラス内順位を「成

績通知書」にて提示している。 

 

（専攻科課程） 

 専攻科課程では、各科目の成績を点数（100 点満点）で評価し、履修科目（不合格

科目および合否・認否科目を除く）成績の平均点を算出する。学生へは半期毎に履修

科目の成績を提示するとともに、JABEE プログラム到達度チェックシートにて履修科

目成績の平均点による JABEEプログラム総合達成度を提示している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/regulations.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

（準学士課程） 

[ 内  容 ]：人間性・専門性・国際性に関する技術者として必要な知識・能力を身に

付け、学則で定める修業年限以上の期間在学し、167 単位以上（一般科目 75 単位以

上、専門科目 82 単位以上およびすべての必修科目を含む）を修得した学生に対して

卒業を認定する。 

[実施状況]：卒業の認定方針に定められた身に付けるべき能力は、教育課程における必修

単位の授業に対応付けられており、各能力に対応する授業の単位修得をもってその能力が

身に付いたものとしている。また卒業の認定は、卒業判定会議において単位修得状況を確

認したうえで、卒業の認定方針に定められた修得単位数を満たす者について認められてい

る。 

 

（専攻科課程） 

[ 内  容 ]：Ａ．基礎力、Ｂ．専門性、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国

際性に関する能力を身に付け、専攻科課程において 62 単位以上（すべての必修科目を含

む）を修得した学生に対して修了を認定する。 

[実施状況]：修了の認定方針に定められた身に付けるべき能力は、教育課程における授業

に対応付けられており、各能力に対応する授業の単位修得をもってその能力が身に付いた

ものとしている。また修了の認定は、専攻科修了判定会議において単位修得状況を確認し

たうえで、修了の認定方針に定められた修得単位数を満たす者について認められている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/education/diploma_policy.html 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 

設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
収支計算書又は損益計算書 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
財産目録 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
事業報告書 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
監事による監査報告（書） http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/self_assessment.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： https://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/hyouka.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 

教育研究上の目的 

（公表方法：本校 HPhttp://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/purpose.html）                       

（概要） 

本校は学校教育法により、深く専門の学芸を教授し、高度の工業専門教育を施し、カトリ

ック・サレジオ修道会の教育理念に基づいて国家及び社会の有為な形成者として必要な資

質を養い、個性の確立伸長に努めることを目的とする（学則第 1条）。 

 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：本校 HP http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/diploma_policy.html） 

（概要） 

（準学士課程） 

人間性・専門性・国際性に関する技術者として必要な知識・能力を身に付け、学則で定め

る修業年限以上の期間在学し、167 単位以上（一般科目 75 単位以上、専門科目 82 単位以

上およびすべての必修科目を含む）を修得した学生に対して卒業を認定する。 

（専攻科課程） 

Ａ．基礎力、Ｂ．専門力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国際性に関する能

力を身に付け、専攻科課程において 62単位以上（すべての必修科目を含む）を修得した学

生に対して修了を認定する。 

 

 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本校 HPttp://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/curriculum_policy.html） 

（概要） 

（準学士課程） 

準学士課程では、ディプロマ・ポリシーに示す能力を身に付けさせるために、５年一貫教

育を念頭に置いて、一般科目、専門科目及びその他必要な科目に対して、編成方針・実施

方針・評価方針を定めこれらに基づいて教育を行う。 

（専攻科課程） 

専攻科課程では、専攻科が掲げる「Ｔの字型教育」（入学までに身に付けた専門基礎に関

する学修成果を縦棒とし、これに立脚する横棒を専攻科課程の「複合領域教育」としたも

の）により、ディプロマ・ポリシーに示す能力を身に付けさせるために、一般科目、専門

科目およびその他必要な科目に対して、編成方針・実施方針・評価方針を定めこれらに基

づいて教育を行う。 

 

 

 

 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/admission_policy.html） 
（概要） 

（準学士課程） 

準学士課程では、ディプロマ・ポリシーに示される知識・能力を備えた技術者を育成す

るために、入学者に求める４つの人物像を示し、そのような学生を受け入れるために、Ａ

Ｏ入学者選抜、推薦入学者選抜、学力入学者選抜など 7つの多様な入学者選抜を実施する。 

（専攻科課程） 

専攻科課程では、ディプロマ・ポリシーに示される「基礎力」、「専門力」、「コミュニケ

ーション力」、「人間性」、「国際性」を備えた技術者を育成するために、入学者に求める

４つの人物像を示し、そのような学生を受け入れるために、推薦入学者選抜、学力入学者

選抜を実施する。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/organization.html 

 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 
2人 

－ 
2人 

 － 
16人 18人 10人 4人 0人 48人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 43人 43人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.kenkyu.salesio-special.com/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

FD に関する活動として、授業アンケートを毎年全科目に対して実施しており、 
アンケートの結果は個人だけではなく当該授業を配当する学科でも分析している。 
また、専任教員を対象とした研修会を毎年１回定期的に実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

デザイン学科 45人 40人 88.8％ 225人 199人 88.4％ 若干名人 0人 

電気工学科 
45人 28人 62.2％ 225人 133人 59.1％ 若干名人 0人 

機械電子工学科 
45人 32人 71.1％ 225人 222人 98.7％ 若干名人 0人 

情報工学科 
45人 50人 111.0％ 225人 214人 95.1％ 若干名人 0人 

合計 180人 150人 83.3％ 900人 768人 85.3％ 人 0人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

デザイン 
35人 

（100％） 

14人 

（40.0％） 

17人 

（48.6％） 

4人 

（11.4％） 

電気工         40人 

（100％） 

11人 

（27.5％） 

27人 

（67.5％） 

2人 

（5.0％） 

機械電子工学 45人 

（100％） 

23人 

（51.1％） 

21人 

（46.6％） 

1人 

（2.2％） 

情報工学 36人 

（100％） 

10人 

（27.8％） 

26人 

（72.2％） 

0人 

（0.0％） 

専攻科 19人 

（100％） 

5人 

（26.3％） 

14人 

（73.7％） 

0人 

（0.0％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
159人 

（100％） 

57人 

（35.8％） 

96人 

（60.4％） 

6人 

（3.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

早稲田大学大学院 慶應義塾大学大学院 千葉大学 多摩美術大学 武蔵野美術大学 電気通信大学 

豊橋技術科学大学 長岡技術科学大学 東京農工大学 立命館大学 
富士通㈱ ㈱明電舎 国立印刷局 ㈱日本デキシー ㈱安川電機 ㈱小松製作所 トヨタ自動車㈱ サントリープロダクツ㈱ 

キリンビバレッジ㈱ ダイキン工業㈱ ㈱村田製作所 チームラボ㈱ NTT 東日本グループ会社＜エンジニア＞ 他 

（備考） 

 

 

 

 

 

 



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業担当は「シラバス作成のガイドライン」に従い授業計画書を作成する（3月）．

所属長は、授業担当から提出された授業計画書の原稿を点検し、必要であれば授業担

当者へ修正を依頼する（4 月）。授業担当者は初回の授業で授業計画書を学生へ配布

し授業計画書の記載内容を説明する（前期・通年科目：4 月、後期科目：9月）。一方、

全ての授業計画書は製本され PDF冊子として本校ホームページにて学生・保護者等へ

公開される（6月）。 

さらに、準学士課程の学生へは選択科目履修ガイダンスを、専攻科課程の学生へは

JABEE教育プログラム説明会および入学時のガイダンスを実施している。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 授業科目の成績評価では、シラバスに記載された評価方法に則り、授業の到達目標の達

成状況を 100点満点で評価している。各学年末の成績操行会議と及落判定会議にて当該学

年での単位修得を、卒業判定会議または修了判定会議にて「卒業または修了に必要となる

単位の修得」を確認している。 

 卒業または修了の認定にあたっては、「卒業または修了に必要となる単位の修得」を確

認し、卒業または修了の認定方針（ディプロマポリシー）に示された「卒業または修了時

に身につけるべき学力や資質・能力を有するか」を確認している。 

 ディプロマポリシーに対応づけられた授業科目の単位をすべて修得することによって

「卒業または修了時に身につけるべき学力や資質・能力」が身につくよう「教育課程」を

適切に編成している。すなわち、卒業判定会議または修了判定会議における「卒業または

修了に必要となる単位の修得」の確認によって、「卒業または修了時に身につけるべき知

識や資質・能力」を有することを確認している。 

 これらの成績評価や単位認定については、本校ホームページで公開されている「教務規

則」や「教務諸規程」に則り適切に実施されている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

専攻科課程 
生産システム工学

専攻 
62 単位 有・無 単位 

準学士課程 

 

デザイン学科 167 単位 有・無 単位 

電気工学科 167 単位 有・無 単位 

機械電子工学科 167 単位 有・無 単位 

情報工学科 167 単位 有・無 単位 



  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_salesio/student_support_center.html 
キャンパス概要  

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/facility.html 
課外活動の状況  

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/campuslife/club.html 
 
その他学修環境 
・キャリアセンター 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/career_center.html 
・総合メディアセンター 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/media_center.html 
・応用技術センター 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/applied_tech_center.html 
・地域交流センター 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/regional_ex_center.html 
・国際交流センター 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/international_ex_center.html 
・基礎教育センター 

https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/academic_support_center.html 
・学生支援センター 
  https://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/assistenza_center.html 
 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学年 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

本科 1年 500,000円 300,000円 288,000円 全学科共通 

本科 2年 600,000円 0円 318,000円 全学科共通 

本科 3年 700,000円 0円 273,000円 全学科共通 

本科 4年 960,000円 0円 285,000円 全学科共通 

本科 5年 960,000円 0円 285,000円 全学科共通 

専攻科 1年 900,000円 150,000円 385,000円  

専攻科 2年 900,000円 0円 385,000円  

 

 

 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 成績不振の学生については、定期的な会議等で情報共有し、学科ごとに個別に適切な支援

を行なっている。更に基礎教育センターでは、補講などで成績の改善を図っている。また、

学生支援センターでは、修学支援相談員が学生及び保護者からの相談に応じている。「修学

支援申請書」の提出を受けた場合は、関係部署にて提供可能な支援を検討し、当該学生・保

護者の同意を得た上で実際に支援を提供するシステムとなっている。また、学生の学会発

表・特別活動に係る参加費、交通費の補助なども行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

①キャリア・職業・進学情報の精査と開示 

進路選択やインターンシップに必要な情報を Webclassに集約。また、各種の手順資料も開示

し、自ら行動を起こせるような仕組づくりを行っている。 

②適切な時期に支援行事を行い学生に自律自走を促す 

就職志望者に対しては、OB/OGを招いてのキャリアデーで働くということに目をむけさせた

後、インターンシップで実体験。また、学内インターンシップや就職支援講座などで意識の

改革を促し、スムーズに就職活動へ移れるよう支援を行っている。 

進学志望者に対しては、年 3回の進学説明会に加え、英語、数学の進学準備講座を開催して

いる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の心身の健康等に係る支援については、学生支援センターを中心に行われている。ま

た、担任や研究室指導教員、学年会議や学科会議等で情報が共有され、対応している。学生

支援センターの学生生活相談員（看護師）が学生及び保護者からの相談に応じている。ま

た、学生生活相談員とは別にカウンセラー(公認心理師・臨床心理士)が常駐し、学生及び保

護者に対するメンタル面でのサポートを提供するシステムとなっている。 

 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.salesio-sp.ac.jp/index.html 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

27人

後半期

25人

15人

-

-

学校名

設置者名

サレジオ工業高等専門学校

学校法人　育英学院

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

25人

11人第Ⅰ区分

学校コード G113310104588

（備考）

内
訳

後半期より2名追加で支援対象となったが、前半期支援を受けていた2名が対象外となったため、年
間の支援対象者は27名となった。

-

-

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 0人

0人 0人

0人 0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人

0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 -

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

0人 -

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


